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第 3186 回例会記録 
日時：2025 年 11 月 13 日（木）12:30∼ 

会場：ホテルサンシャイン２F 

本日のプログラム 次回のプラグラム 

11 月 20 日（木）18:00∼ 

夜間例会 

 

12 月 4 日（木）12:30∼ 
会員卓話 

 

佐渡正幸ガバナー地区スローガン Rotary のことを熱く語ろう！～Rotarian Benefits を紡ぎ、そして育むために～ 

大西孝拡会長テーマ ただひとつ 原点回帰 

会長報告 大西会長 

皆さん、こんにちは。本日の例会プログラム、クラブフォー

ラム地区大会報告にお集りいただきありがとうございます。

後ほど私より発表いたします。 

また、10 月 24・25 日に釧路市で開催されました地区大会

へご参加された皆様、早朝よりのご出発にも関わらず多くの

皆様にご参加いただきましたこと改めて感謝申し上げます。

ご参加ありがとうございました。 

さて本日の会長報告ですが「母子の健康増進委員会」に

ついてです。今年度 RI 第 2500 地区「母子の健康増進委員

会」として地区補助金の申請が認められ地区事業として活

動しております。活動内容は近年経済的な理由で生理用品

が購入できない女性に対し社会問題の観点から児童生徒

の発育に貢献できる支援を行ってます。対象者は小学校高

学年・中学生・高校生（女子限定）を対象とし生理用品の寄

贈と「性感染症と避妊の大切さ」をテーマに講演、帯広泌尿

器科院長の小谷副ガバナーが講師を務めます。この内容を

含んだ案内と実施に際してのアンケートの案内が届いてお

りますので、当クラブから遠軽町教育委員会へご案内させ

ていただきますことをご報告いたします。実施の有無は教育

委員会の判断になりますが、皆様にも協力が必要な場合は

ご案内いたしますので、よろしくご承知願います。 

本日はもう一つ大切な報告です。12 月の年次総会に向

けて本日より次年度の役員ならびに理事の立候補を受け付

けます。立候補される方は次週 20 日の例会までに、書面に

て事務局へ提出をお願いいたします。 

幹事報告 加藤幹事 

1. ガバナー事務所より「ポール・ハリス・ソサエティ(PHS)  

ご入会のお願い」と「ポリオプラス・ソサエティ(PPS)ご入会の

お願い」が届いております。2. 「北海道ローターアクトラーニ

ングワークショップの御案内」来年 2 月 21 日札幌で開催の

予定です。3. ガバナー事務所より【台北国際大会】の「日本

人朝食会」と「2500 地区ナイト」の申し込みの案内が届いて

おります。4. 「ガバナー月信 11 月号 (Vol.5)」が届いており

ます。5. 会議所からの防衛講演会へのお礼文が届いており

ます。6. 遠軽町より「えんがる公園虹の広場」ボランティア活

動へのお礼文が届いております。7. 遠軽新聞ファミリー年賀

広告について、理事会で決定いたしました。8. 今月のロータ

リーレートは１＄154 円です。 

委員会報告 親睦活動委員会 朝長親睦活動委員長 

11 月誕生日、結婚記念日の花、記念品贈呈 

誕生日 遠藤 利秀会員、木村 一則会員 

結婚記念日 乾 淳会員、高井 一博会員、 

木村 一則会員、黒坂 貴行会員、井上 英勝会員 

メデイア委員会 宇野メデイア委員長 

 緊急時のための遠軽ロータリークラブのライングループ加

入のお願い。 

オホーツク野人クラブ 河原会員   

『全国パーキンソン病患者友の会』署名活動協力のお願

い。 

本日のプログラム クラブフォーラム 地区大会報告  

  大西会長 

本日は、2025 年 10 月 24・25 日に釧路市で開催された国

際ロータリー第 2500 地区大会について、遠軽ロータリーク

ラブとしての参加報告をさせていただきます。 

遠軽ロータリークラブからは、第１日目には私、加藤幹

事、川村次年度ガバナー補佐の 3 名が参加。2 日目にはさ

らに 15 名が合流し、総勢 18 名での参加となりました。 

大会第１日目は・RI 会長代理・会長・幹事懇談会、RI 会

長代理歓迎晩餐会が開催され地区大会特別委員会報告、

協議事項報告、委員会活動報告等がなされました。 

大会１日目では大きく２点報告いたします。 

１点目は山崎淳一 RI 会長代理講話について 

山崎氏は RI 第 2830 地区 五所川原 RC 所属でございま

す。テーマは「ロータリーの本質と未来への挑戦」。その中で

ロータリーの本質は“人づくり”であると強調されました。例

会や奉仕活動を通じて人格を磨き、信頼を築くことが、ロー

タリアンとしての成長につながる。また、会社経営とロータリ

ー活動の共通点として「組織は人なり」という視点から、次世

代のリーダー育成の重要性が語られました。 変化に対応す

る柔軟性と挑戦心 社会や価値観が大きく変わる中で、ロー

タリーもまた変革を恐れず、時代に即した活動を展開してい

く必要があると提言。特に若い世代との接点を増やすことの

重要性が語られました。 

２点目は世界ポリオデーライトアップイベントについて 

講話の後には、肌寒い中、屋外へ移動し世界ポリオデー

に合わせたライトアップイベントが幣舞橋周辺で行われまし

た。赤く染まった橋と釧路の夜景が幻想的な雰囲気を醸し



出し、ドローン撮影や募金活動も行われました。地区大会参

加者と一般市民や観光客などが合わせて約３００名が集ま

り、ポリオ撲滅への意識を高めるとともに、地域の方々との

交流の場としても大きな意味を持ち、ポリオ根絶へのメッセ

ージを広く伝えました。 

続きまして大会２日目について 

本会議と大懇親会が開催されました、大会２日目も大きく

２点報告いたします。 

１点目はモンゴル姉妹分区承認決議について 

今回の地区大会にて RI 第 3450 地区第 9・第 10 エリア

（モンゴル）との姉妹分区締結が行われました。たくさんのモ

ンゴルからの来訪者もあり姉妹分区締結記念対談も行わ

れ、今後モンゴルとの交流が盛んになっていくこととなると

思います。 

 

２点目は会員増強セミナー：平井委員長「2500 名の目標

に向けて」 

地区全体で 2500 名の会員数を目指すという明確な目標

が掲げられておりますが、現状の課題として若年層や女性

会員の比率の低さ、クラブ間の温度差、入会後のフォロー

不足が挙げられました。これらを克服するために、「ロータリ

アン１０％の純増」、メンター制度の導入、例会での役割付

与などが提案されました。 

今回の釧路地区大会は、ロータリーの精神を再確認し、

地域と世界をつなぐ架け橋となる貴重な機会でした。遠軽ク

ラブとしても 18 名が参加し、笑顔と誇りを胸に、参加者同士

の絆も深まる大会参加となりました。今後も、ポリオ撲滅運

動や国際交流、地域奉仕活動を通じて、「よいことのために

手を取りあおう」というロータリーの理念を体現してまいりた

く考えております。 

以上ご清聴ありがとうございました。 

 

■Ｔｏｄａｙ‘ｓ Ｓｎａｐ！ 

 
11 月誕生日、結婚記念日おめでとうございます 

 
大西会長による地区大会報告 

 
遠軽 RC 紹介時のヤー！ 

 

■ニコニコ BOX 

遠藤会員・木村会員(誕生日 5,000 円) 

乾淳会員・加藤会員・木村会員・黒坂会員・高井会員 

（結婚記念日 5,000 円） 

照井会員（中止になりましたが境内掃除お礼 5,000 円） 

川村会員（無断欠席 2,000 円） 

2025-26 年度累計 225,000 円 

■出席報告 

例会日 会員数 
出席計算 

会員数 
出席者数 

メイク 

アップ 
出席率 無断欠席 

11/13 45 44 29  65.9  

■編集・発行：メディア委員会 

委員長：宇野勝  副委員長：佐藤直也 

委員：植村涼子・黒坂貴行・長嶋宏明・吉田昌子 

 


